
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

取扱説明書 

 

TI-55/65 シリーズ超音波厚さ計 

 この度は、超音波厚さ計をお買上げ頂き誠に有り難うございます。

本書には超音波厚さ計を使用する上での注意事項や重要な情報が 

記述されています。ご使用前には、必ず本書を熟読頂くようお願いし

ます。 

この取扱説明書は大切に保管してください。 
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厚さ計本体  ------------------------  １台 

 

探触子  ----------------------------  １個 

（TI-65W は２個） 

 

カプラント  ------------------------  １個 

 

単３アルカリ乾電池  ----------------  １個 

 

収納ケース  ------------------------  １個 

  

取扱説明書  ------------------------  １冊 

 

保証書  ----------------------------  １部 

 

検査成績書  ------------------------  １部 
 

 

 

 

 

（1）音速調整 ： 測定物個々の音速に厚さ計の音速値を設定する操作です。 

 

（2）カップリングマーク ： 超音波が正しく受信されていることを示す表示です。 

 

（3）探触子 ： 超音波を測定物へ送信し、測定物からの反射波を受信するセンサ 

です。 

 

（4）カプラント ： 探触子と測定物の間の空気層を遮断して、超音波による厚さの

測定が出来る状態にする接触媒質（グリセリン水溶液）です。 

超音波厚さ計の構成

用語の意味 
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● 超音波を利用した測定器のため、試験材の材質による音速の違いの影響を受け

ます。測定前には必ず音速調整が必要です。 

 

● 測定には必ず付属のカプラントを測定面に塗ってください。 

 

● 測定物に曲率がある場合、測定できないことがあります。安定した測定ができ

る曲率の目安はモデル毎に異なっており、仕様ページの測定範囲欄に示すパイ

プ外径の 1/2 以上です。 

 

● 探触子を 60℃以上の測定物に当てないでください、探触子先端が劣化します。 

（TI-50H は最高 250℃まで使用可能です。） 

 

● 厚さ計を夏の炎天下の車内及び、トランクルーム内に長時間放置すると故障の

原因になります。 

 

● 測定物で超音波の減衰が激しいもの、裏表面の腐食が激しいもの、内部に介在

物が多く含まれるもの、裏表面の傾斜が大きいもの（平行度±２゜以上）は測

定が出来ません。 

 

● 測定前に測定物表面の汚れを落として下さい。そのまま測定すると探触子が劣

化し故障の原因になります。 

 

● 厚さ計本体が水に濡れたり、水中に漬かると故障、破損の原因になります。 

 

● 厚さ計は高感度測定器ですので、電波、電磁波の強い環境での使用は避けてく

ださい。 

 

● 厚さ計は精密測定器ですので、落とさないように注意してください。 

 

● 日常生活上支障のない振動以上の強い衝撃を加えないでください。 

 

● 腐食性ガス雰囲気中での使用は避けてください。 

 

● 高温測定（TI-55H）の場合は音速が温度の影響を受け、測定値に誤差が生じま

す。その割合は鋼で 0.01％／℃です。 

 

● 高温物測定（TI-55H）の探触子は先端のみ耐熱性です。ケーブルの耐熱温度は

６０℃です。 

 

● 高温物測定（TI-55H）の場合は 3秒間測定を行なった後、5秒間探触子の冷却を

行なうサイクルで測定してください。 

 

● 厚さ計を傷めますので、シンナ等で厚さ計を拭いたりしないでください。 

 

！ ご使用上の注意
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● 正確な測定を行うために、電池は単３アルカリ乾電池以外使用しないでくださ

い。 

 

● 電池金具の破損を防ぐ為、電池は－側からセットし、＋側から外してください。 

 

● 液漏れを起こす事がありますので、長期間使用しない場合は電池を抜いておい

てください。 

 

● 検査器として取り扱われる場合は精度、性能の自主管理を徹底してください。 

自主管理が難しい場合は当社へ点検（有償）を依頼してください。 

 

  ● 探触子は測定対象物表面に押し当ててください。また、押し当てた状態で探触

子を滑らせたり、こすったりすると探触子先端の表面を傷つける恐れがありま

す。 

 

● 探触子の劣化、故障を防ぐために、探触子先端のカプラントを良くふき取って

保管してください。（探触子先端の表面に異物が付着した状態で測定されると、

探触子先端の表面を傷つける恐れがあります。探触子先端には、異物が付着し

ないようにご注意願います。） 

 

● 探触子ケーブルの断線を避けるために、探触子は丁寧に扱ってください。 

 

● 故障の原因となりますので、本体の分解、改造は絶対に行わないでください。 

 

● 付属のカプラントを使用してください。他の接触媒質を使用すると、探触子が

劣化し、故障の原因となる可能性があります。 

！ ご使用上の注意
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本体部 

探触子 
注意：表面の樹脂を 

傷つけないように 

してください。 

探触子ケーブル 
注意：折り曲げたり 
高温測定物（60℃以上） 

に触れないようにして 
ください。 

ＬＣＤ表示器 

ゼロ点調整用 
テストピース 
鋼換算 5.0mm 

コネクタ 
赤：送信側 
緑：受信側 

各部の名前とはたらき 
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sm m/

H

B

F

R
A

mni c hU D

ＬＣＤ表示部 

厚さ、音速表示部 
カップリングマーク 
測定時点灯 

乾電池インディケータ 
 電池が消耗した時 
 点灯 

音速設定 
Ｕ：ＵＰ 
Ｄ：ＤＯＷＮ 

音速単位の表示 

厚さ測定単位の表示 

操作部 

モード切り替え 
スイッチ 
(P.9) 

バックライト 
スイッチ 
（ＯＮ/ＯＦＦ） 

ゼロ点調整 
スイッチ 
(P.8) 

Ｆ：フリーモード 
Ｈ：ホールドモード 
Ｒ：Ｒ～Ｂ１測定モード

Ａ：アルミ測定モード

音速調整スイッチ 
（アップ/ダウン）

(P.12) 

電源スイッチ 
(P.7) 



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乾電池は単３アルカリ乾電池を使用してください。 

 

 

 

 

 

★測定前に、測定面に塗布します。 

 

★探触子と試験材間の空気を遮断し、 

超音波を透過させます。 

 

★高温物測定（TI-55H）の場合は付属の 

高温専用カプラント（TI-C02）を使用 

してください。 

 

 

 

 

 

 

注意：絶対にシンナ、アルコールなどの有機溶剤は使用しないでください。 

 

 

注意：カプラントはグリセリン水溶液です。被測定物の錆びの原因となりますの

で、測定後は必ずふき取ってください。 

電池ケース部 

inch/mm 

切換えスイッチ 

カプラント 

COUPLAN

！ 

！ 

探触子 

選択スイッチ 

(P.7)
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★色（緑、赤）マークに合わせて、コネクタは最後までしっかり差し込んでください。 

 

★外す時はローレット部を持って引き抜いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源を切った状態で電池ケース内のスイッチを使用する探触子に合わせてください。 

Ｂ ： １０Ｚ１０ＮＤＴ－Ｂ 

ＯＴＨＥＲ ： １０Ｚ１０ＮＤＴ－Ｂ以外の探触子 

 

注意：ＴＩ－６５Ｗ以外のモデルでは、探触子選択スイッチを切換えないで 

ください。 

 

 

 

 

 

★入れる時・・・POWER スイッチを押してください。現在設定されている音速値が２秒

間表示された後、測定モードになり、表示が          に

切り替わります。 

 

（ＴＩ－６５シリーズは０．００mm を表示） 

 

★切る時・・・POWER スイッチを３秒以上押してください。表示が消えたらその後スイ

ッチを放してください。 

３分以上測定や操作を行わなければ自動的に切れます。 

測定手順 

１．探触子の接続 

２．探触子選択スイッチ（TI-65W のみ） 

！ 

３．電源 

m m

ローレット 緑キャップ 

赤キャップ 

Ｒ（緑）：受信 

Ｔ（赤）：送信 
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★ゼロ点調整は探触子のゼロ点を補正する操作です。 

 

★１度ゼロ点調整を行うとその値は記憶されますが、

１日に１回、測定前にゼロ点を調整することをおす

すめします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．１ ゼロ点調整方法 
 

①テストピースにカプラントを塗布し、探触子を当ててください。 

②テストピースに探触子を当てたまま ZERO スイッチを押してください。 

③表示値が 5.0mm になればゼロ点調整完了です。 

 

注：設定されている音速が 5930m/ｓ以外の場合、ＺＥＲＯスイッチを押した瞬間だ

け表示値が 5.0mm になりますが、正常にゼロ点調整は行われています。 

 

5.0mm から大きくずれた物を測定しながら ZERO スイッチを押すと 

表示になり、ゼロ点調整の操作は無効となります。 

４．ゼロ点調整 

探触子 

テストピース 

厚さ計 

m m
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５．１ 測定対象物によるモード設定方法 
 

モードスイッチの流れ ①→②→③→④→⑤→⑥ 

 

（Ｓ～Ｂ１測定方式、Ｒ～Ｂ１測定方式については P.15 を参照願います。） 

 Ｓ～Ｂ１測定方式 Ｒ～Ｂ１測定方式 

標準測定 

厚さ表示 

例 ５．０ｍｍ 

ﾌﾘｰﾓｰﾄﾞの時は右端にＦを表示、 

ﾎｰﾙﾄﾞﾓｰﾄﾞの時は右端にＨを表示 

厚さ表示の右にＲ表示 

例 ５．０ｍｍ Ｒ 

ﾌﾘｰﾓｰﾄﾞの時は右端にＦを表示、 

ﾎｰﾙﾄﾞﾓｰﾄﾞの時は右端にＨを表示 

アルミ測定 

厚さ表示の右にＡ表示 

例 ５．０ｍｍ Ａ 

 

ﾌﾘｰﾓｰﾄﾞの時は右端にＦを表示、 

ﾎｰﾙﾄﾞﾓｰﾄﾞの時は右端にＨを表示 

厚さ表示の右にＲＡ表示 

例 ５．０ｍｍ Ｒ 

        Ａ 

ﾌﾘｰﾓｰﾄﾞの時は右端にＦを表示、 

ﾎｰﾙﾄﾞﾓｰﾄﾞの時は右端にＨを表示 

 

 粗調整 精密調整 

音速 

Ｃの表示のあと音速表示 

例 ５９３０ｍ／ｓ 

Ａの表示のあと音速表示 

例 ５９３０ｍ／ｓ 

 

５．モード選択 

① 

③ 

②

④

⑤ ⑥
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★TI-55/65 シリーズには測定対象物に合わせた標準測定モード、樹脂測定モード、 

アルミ測定モードがあり、モードスイッチを押すごとにモードが切り替わります。 

 

 

（Ａ）電源ｽｲｯﾁ            ＭＯＤＥ   

を押す             を押す 

標準測定とＳ～Ｂ１測定方式     標準測定とＲ～Ｂ１測定方式 

 

 

   ＭＯＤＥ            ＭＯＤＥ 

   を押す             を押す 

 

アルミ測定とＳ～Ｂ１測定方式   アルミ測定とＲ～Ｂ１測定方式 

 

 

    ＭＯＤＥ             ＭＯＤＥ                      ＭＯＤＥ       

を押す                           を押す                        を押す 

 

                                   (Ａ）へ 

 

 

 

 

★ＭＯＤＥの長押し（2秒以上）により、フリーモードとホールドモードが常に切り替わ

ります。 

 一般の測定ではフリーモードを使いますが、測定値が安定しない時には、ホールドモ

ードを使用してください。 

① ②

③ ④

m

F

m m

F

R

m

m

F

A
m m

F

R
A

m

sm /

⑤

２秒後 

sm /

sm /

⑥

sm /

２秒後 
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５．２ 厚さ測定方式の種類 
 

（ａ）標準測定モードとアルミ測定モードの使い分け 

 

工場出荷時は、主として鋼測定用に感度を調整・設定していますが、これとは

別にゲインをおよそ１０ｄＢ落としたアルミ測定モードを設けています。これ

は、アルミのような超音波減衰の小さい材料では、感度が高すぎるとノイズを

拾ってしまい、誤った厚さを測定しやすいからです。 

 

（ｂ）Ｓ～Ｂ１測定方式とＲ～Ｂ１測定方式の使い分け 

 

１．Ｓ～Ｂ１測定方式 

 

測定面の表面エコー（Ｓ）と第 1回底面エコー（Ｂ）の間隔から厚さ（Ｄ）

を求めます。主に鋼材測定などに用います。 

 

 

 

 

 

 

２．Ｒ～Ｂ１測定方式 

 

補正した零点を設定（Ｒ）し、第 1回底面エコー（Ｂ）の間隔から厚さ（Ｄ）

を求めます。 

Ｒ～Ｂ１測定方式を用いることによって、主に表面エコー（Ｓ）の検出が難

しい樹脂測定にも対応することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ Ｓ Ｂ

Ｄ

Ｔ Ｒ

Ｄ

Ｂ
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下記６．１または６．２いずれかの方法で調整します。 

 

注意：一度音速を調整すれば電源を切っても設定された音速値は保持されます。

（音速調整後、測定モードに戻った時点で音速が保持されます。） 

試験材の材質が変わるまで音速調整の必要はありません。 

 

６．１ 試験材の音速が判らない場合 
 

（１）サンプル（試験材と同材質）の厚さをマ

イクロメータ、ノギス等で測定し、これ

を基準値とします。 

サンプルの厚さは、実際に測定する試験

材の厚さに近いサンプルを用意します。 

また、測定する厚さの範囲が広い場合は、

実際に測定する範囲の上限に近い厚さの

サンプルを用意します。 

 

（２）測定モードを選択します。 

P.13 の①、②、③、④のいずれかを選択

してください。 

 

（３）マイクロメータ等で測定した箇所と同じ

箇所にカプラントを塗布し探触子を当て

ます。 

測定表示値 

 

（４）表示値が安定したところで探触子を離し

ます。 

 

 

 

 

 

基準値に合わせる 

 

                  （５）音速調整スイッチの“ ”，“ ”キーで

測定値を基準値に合わせます。 

 

これで音速調整は完了です。 

 

 

 

６．音速調整 

探触子 

基準値 

サンプル(試験材と同材質) 

！ 

m m

（ＴＩ－６５シリーズは、小数点２位まで表示） 

m m

（ＴＩ－６５シリーズは、小数点２位まで表示） 
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６．２ 試験材の音速が判っている場合 
 

音速調整（テーブル値選択） 

（１）ＭＯＤＥスイッチでＣを選択します。 

 

（２）音速調整スイッチの“ ”，“ ”キーで試験材

の音速と同じ値又は近い音速値を選択します。

“ ”，“ ”スイッチを押す度に１０種類の音

速値に切り替わります。 

１０種類の音速値と対応する材質の目安 

 

 

 

 

 

 

 

音速調整（微調整） 

 

（３）さらに調整が必要な場合はＭＯＤＥスイッチで

Ａを選択し、“ ”，“ ”キーで音速値を試験材

の音速に合わせます。 

（“ ”，“ ”キーを押し続けると音速値の変化

が速くなります。） 

素材によって音速が大きく変わりますので、音

速の微調整をお勧めします。 

 

（４）音速調整が完了し、測定モードに戻ると、電源

を切っても設定した音速値は保持されます。 

sm /

音速(m/s) 材質 音速(m/s) 材質 

１０００  ５５７０ 石英ｶﾞﾗｽ

１９００ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ ５７９０ SUS304 

２７００ ｱｸﾘﾙ ５９３０ 鋼 

４１７０ 亜鉛 ６２６０ ｱﾙﾐﾆｳﾑ 

４７００ 銅 １００００  

sm /

sm /

sm /
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７．１ 平板の測定 
 

（１）ＭＯＤＥスイッチでＦ(フリーモード)ま

たはＨ（ホールドモード）にします。 

（電源を入れると、はじめはＦになりま

す。） 

Ｆ（フリーモード）にすると、測定中は

常に測定値を更新しながら表示します。

（３回／ｓ） 

Ｈ（ホールドモード）にすると、測定値

が安定した時点で表示を固定します。 

 

（２）測定面にカプラントを塗布して、探触子

を試験材に当てます。 

 

注意：測定面に錆、著しい凹凸がある

場合はヤスリ、サンドペーパで

滑らかに仕上げてください。 

（50～100Ｓ程度） 

 

（３）エコーを受信すると  マークと、測定

値を表示します。 

 

（４）探触子を試験材から離しても測定値の表

示は残ります。 

 

７．試験材の測定 

探触子 

試験材 

m m

（ＴＩ－６５シリーズは、小数点２位まで表示） 

m m

（ＴＩ－６５シリーズは、小数点２位まで表示） 

！ 
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７．２ パイプ、曲面の測定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）パイプ等の曲面を測定する場合は探触子を測定面に垂直に当て、ぐらつかない

ようにしっかりと保持してください。 
 
（２）パイプを測定する場合、探触子の分割面をパイプの軸方向に垂直に当てるか、

平行に当てるかによって、測定値のバラツキの度合いが変わってくる場合があ

ります。測定値の安定する向きで測定してください。探触子横に分割面位置を

示すマークがあるので、参考にしてください。 

（ＴＩ－６５Ｃでは分割面マークはありません。） 
 
（３）曲面を測定する場合、探触子のぐらつきで測定値がばらつくことがあります。

ホールドモードで測定を行うと、間違った測定値でホールドしてしまう可能性

がありますので、曲面を測定する場合はフリーモードで測定してください。 
 
（４）曲面を安定して測定するための 

アタッチメント（ＴＩ－Ｐ０１Ａ 

(TI-55K，TI-55L，TI-65W 用)、 

ＴＩ－Ｐ０３(TI-55H 用)）を 

オプションで用意しています。 

 

 

 

 

● 探触子ケーブルに油、ゴミが付着すると徐々に硬化し、断線の原因となります。

ご使用後はそれらを拭き取ってください。 
 
● 本体は布できれいに汚れを拭き取ってください。シンナ、ベンジンなどの溶剤は

ケースを傷めますから使用しないでください。 
 
● 保存温度は－１０℃～５５℃です。 

分割面マーク

８．測定器の手入れ
TI-P01A TI-P03 
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この様なとき 予想される原因 このようにしてください 

電源が入らない 乾電池の完全消耗 新しい電池と交換 

カップリング 

マークが点滅する 
探触子、ケーブルの故障 メーカ修理 

ゼロ調の時----マークが

出る 
探触子の故障、劣化 メーカ修理 

測定の時   マークが 

出ない 

カプラントの不足 

 

試験材の測定面が粗い 

 

 

 

 

試験材の裏面が粗い 

 

試験材の内部組織の影響で

超音波の減衰が大きい 

 

試験材の厚さが測定範囲外

カプラントを十分塗布 

 

測定面の研磨 

サンダ及びサンドペーパ 

仕上げで 50～100S 程度に 

仕上げる 

 

測定箇所を変える 

 

測定箇所を変える 

 

 

測定箇所を変える 

測定値が安定しない 探触子の不良 メーカ修理 

アルミを測定すると、 

測定値が不安定になる 

標準測定モードでアルミを

測定している 
アルミ測定モードに設定する 

樹脂を測定すると測定値

が表示されない。あるい

はばらつく 

Ｓ～Ｂ１測定方式で測定し

ている 
Ｒ～Ｂ１測定方式に設定する 

測定していないのに  

マークが点滅し、 

表示が現れる 

探触子又は本体の故障、 

劣化 
メーカ修理 

音速表示が 

５９３０ｍ／ｓから 

変わらない 

外来ノイズによる影響 

 

厚さ計本体の故障 

使用場所を変える 

 

メーカ修理 

 

 

 

 

故障と思う前に 
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ＴＩ－５５シリーズ 

 

型 式 ＴＩ－５５Ｋ ＴＩ－５５Ｌ 

主用途 薄物 厚物 

＊1

測

定

範

囲 

基準鋼片 0.8～80.0mm 1.5～250.0mm 

パイプ 

(鋼管の場合) 

外径 約 30mm 以上 

肉厚 約 1.5mm 以上 

再現性＊1 ±0.1mm 

測定精度＊1 

被測定物の厚さが 

①0.8～19.9mm の場合 

→±0.1mm 

②20.0～80.0mm の場合 

 →±0.5％rdg＊2 

被測定物の厚さが 

①1.5～19.9mm の場合 

 →±0.1mm 

②20.0～250.0mm の場合 

 →±0.5％rdg 

探触子 ５Ｚ１０ＮＤＴ－Ｋ ５Ｚ１０ＮＤＴ－Ｌ 

被測定物材料 

鋼、アルミニウム、銅、黄銅、チタン等の金属。ガラス、 

樹脂等の非金属 

（形状・厚さにより測定できないものもあります） 

表示単位 0.1mm 

使用温度範囲 －5℃～50℃（本体、探触子共） 

保存温度範囲 －10℃～55℃（本体、探触子共） 

＊1 測定範囲、再現性、測定精度は被測定物が鋼板の場合です。 

＊2 rdg：reading digits の略で表示値の意味。 

例えば、測定値が 40.0mm の場合、測定精度は±0.2mm となります。 

仕 様 
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型 式 ＴＩ－５５Ｈ 

主用途 高温 

＊1

測

定

範

囲 

基準鋼片 

使用温度範囲 

0～100℃にて 

1.5～100.0mm 

使用温度範囲 

100～200℃にて 

2.0～85.0mm 

使用温度範囲 

200～250℃にて 

2.5～75.0mm 

パイプ 

(鋼管の場合) 

外径 約 34mm 以上 約 60mm 約 80mm 

肉厚 約 2.8mm 以上 約 3.0mm 約 3.4mm 

再現性＊1 ±0.1mm 

測定精度＊1 

被測定物の厚さが 

①～9.9mm の場合 → ±0.1mm 

②10.0mm～の場合 → ±1.0％rdg 

探触子 ５Ｚ１０ＮＤＴ－Ｈ２ 

被測定物材料 

鋼、アルミニウム、銅、黄銅、チタン等の金属。 

ガラス、樹脂等の非金属 

（形状・厚さにより測定できないものもあります） 

表示単位 0.1mm 

使用温度範囲 －5℃～50℃（本体）、0℃～250℃（探触子） 

保存温度範囲 －10℃～55℃（本体、探触子共） 

 

 

型 式 ＴＩ－５５Ｆ 

主用途 鋳鉄 

＊1

測

定

範

囲 

基準片 
鋳鉄 2.0～100.0mm 

鋼 2.0～60.0mm 

パイプ 

(鋼管の場合) 

外径 約 30mm 以上 

肉厚 約 2.0mm 以上 

再現性＊1 ±0.1mm 

測定精度＊1 

被測定物の厚さが 

①2.0～9.9mm の場合 

 →±0.1mm 

②10.0mm～の場合 

 →±1.0％rdg 

探触子 ５Ｚ１０ＮＤＴ－Ｆ３ 

被測定物材料 

鋼、鋳鉄、アルミニウム、銅、黄銅、チタン等の金属。 

ガラス、樹脂等の非金属 

（形状・厚さにより測定できないものもあります） 

表示単位 0.1mm 

使用温度範囲 －5℃～50℃（本体）、0℃～50℃（探触子） 

保存温度範囲 －10℃～55℃（本体、探触子共） 

＊1 測定範囲、再現性、測定精度は被測定物が鋼板の場合です。ただしＴＩ－５５Ｆは

鋳鉄（ＦＣ２００）の場合です。 
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ＴＩ－６５シリーズ 

 

型 式 ＴＩ－６５Ｗ 

主用途 広範囲 

測定条件 
10Z10NDT-B を 

使用した場合 
5Z10NDT-L を使用した場合 

＊1

測

定

範

囲 

基準鋼片 0.40～15.00mm 3.00～250.0mm 

パイプ 

(鋼管の場合) 

外径 約 10.5mm 以上 約 30mm 以上 

肉厚 約 1.25mm 以上 約 3.0mm 以上 

再現性＊1 ±0.02mm 
3.00～199.99mm の場合 ±0.02mm 

200.0～250.0mm の場合 ±0.1mm 

測定精度＊1 ±0.05mm 

被測定物の厚さが 

①3.00～99.99mm の場合 ±0.05mm 

②100.00～250.0mm 場合 ±0.2％rdg

探触子 １０Ｚ１０ＮＤＴ－Ｂまたは５Ｚ１０ＮＤＴ－Ｌ 

被測定物材料 

鋼、アルミニウム、銅、黄銅、チタン等の金属。 

ガラス、樹脂等の非金属 

（形状・厚さにより測定できないものもあります） 

表示単位 0.01mm（0.40～199.99mm）、0.1mm（200.0～250.0mm） 

使用温度範囲 －5℃～50℃（本体、探触子共） 

保存温度範囲 －10℃～55℃（本体、探触子共） 

 

 

型 式 ＴＩ－６５Ｃ 

主用途 小径管、狭所 

＊1

測

定

範

囲 

基準鋼片 0.50～19.00mm 

パイプ 

(鋼管の場合) 

外径 約 8mm 以上 

肉厚 約 0.8mm 以上 

再現性＊1 ±0.03mm 

測定精度＊1 ±0.03mm 

探触子 １０Ｚ６ＮＤＴ－Ａ 

被測定物材料 

鋼、アルミニウム、銅、黄銅、チタン等の金属。 

ガラス、樹脂等の非金属 

（形状・厚さにより測定できないものもあります） 

表示単位 0.01mm 

使用温度範囲 －5℃～50℃（本体、探触子共） 

保存温度範囲 －10℃～55℃（本体、探触子共） 

＊1 測定範囲、再現性、測定精度は被測定物が鋼板の場合です。 

仕 様 
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共通仕様 
 

表示方式 ディジタル方式、ＬＣＤ（液晶）、補助照明付き 

表示桁数 ４
２

１
桁（１９９９９） 最上位の桁は“１”のみ表示可能 

表示回数 約３回／ｓ 

音速調整範囲 １，０００～１２，０００ｍ／ｓ（音速値１０種類内蔵） 

探触子ケーブル、 

コネクタ 

高周波同軸ケーブル 型式：１．５Ｄ－ＱＥＶ×２Ｃ 

長さ：１．０ｍ 

コネクタ 型式：ＦＦＳ００２５０ＣＴＣＥ３１ 

始動時間 約２秒 

電  源 単３アルカリ乾電池 １本  ＤＣ１．５Ｖ 

使用時間 

ＴＩ－５５シリーズ：連続５０Ｈ以上 

ＴＩ－６５シリーズ：連続３０Ｈ以上 

（使用条件：２秒測定１０秒待ち） 

ゼロ点調整 

テストピース 

本体に付属 厚さ５．００ｍｍ 

（鋼用（音速：５９３０ｍ／ｓ）） 

質  量 本体 約１５０ｇ、探触子 約５０ｇ（１本） 

外形寸法 ６９（幅）×１４４（長さ）×３０（高さ）（ｍｍ） 

保証期間 本体：１年  探触子：６ヶ月 
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探触子の構造を下図に示します。送信用振動子は超音波を送り出すと同時に、測定面

で反射してきた表面エコー（Ｓエコー）を受信し、受信用振動子は測定物の底面で反射

した底面エコー（Ｂエコー）を受信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定物の中を、超音波が往復する時間によって厚さを測定する方法をパルス反射法と

いいます。 

以下、全体ブロック図に従って説明します。 

 

探触子から送信された超音波（ａ）の一部は、接触媒質を通り測定物の内部に入射し

ます。 

このとき、大半の超音波は表面で反射し（ｂ）、表面エコーＳを発生します。一方、測

定物の内部に入射した超音波は底面で反射し（ｃ）、底面エコーＢを発生します。これら

の反射波Ｓ、Ｂの時間間隔は、測定物によって固有の音速（Ｃ１）で測定物の中を伝わる

ことから、下式の関係が成立します。 

 

Ｔ１（ｓ）＝２Ｔ０（ｍ）／Ｃ１（ｍ/ｓ） 

 

Ｔ０：測定物の厚さ  Ｔ１：往復に要する時間 

 

このＴ１間を、一定周波数のクロックパルスの数をカウンタで計数し、その値に音速補

正係数をかけて、その時間値を厚さ値に換算しＬＣＤ（液晶表示器）に表示します。 

そのため、測定物の材質が変わると音速調整が必要になります。 

探触子の構造 

超音波測定の原理 

厚さ測定の原理 

音響分割面 

送信用振動子
受信用振動子 

遅延材
接触媒質 

測定物 

ＢＳ
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全体ブロック図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パルス発生器

表面エコーアンプ

底面エコーアンプ

クロック 

ゲート 

カウンタ 

ＣＰＵ 

ＬＣＤ表示部 

操作スイッチ

（ｃ） 

（ａ） 

（ｂ） 

Ｓ Ｂ 
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波形タイムチャート（Ｓ～Ｂ１測定方式） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

波形タイムチャート（Ｒ～Ｂ１測定方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

超

接触媒質

探触子

測定面

底面 

測定物 

超音波ビーム 

Ｔ１

送信パルス 

表面エコーＳ 

底面エコーＢ 

ゲート 

クロックｆ０ 

カウンタ入力Ｔ１×ｆ０ 

接触媒質

探触子

測定面

底面 

測定物 

超音波ビーム 

Ｔ１

送信パルス 

Ｒ点信号 

底面エコーＢ 

ゲート 

クロックｆ０ 

カウンタ入力Ｔ１×ｆ０ 
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本厚さ計を廃棄処分される際は、ご使用の地域の条例に従って廃棄してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お客様各位 

 

平素は弊社の TI-55/65 シリーズ超音波厚さ計をご愛顧頂き、誠に有難うごさいます。 

万一、TI-55/65 シリーズ超音波厚さ計にトラブルが発生した場合は、恐れ入りますが次

頁のお問い合わせ用紙にトラブル内容をご記入頂き、弊社担当者までご連絡頂きますよ

うお願いします。なお、弊社担当者が直接電話をかけてご使用状況をお伺いすることも

あるかと存じますが、修理を円滑に進めるための処置としてご理解頂きますようお願い

申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

弊社連絡先 

ＪＦＥアドバンテック株式会社 サービスグループ 

TI-55/65 超音波厚さ計担当係 

〒663-8202 兵庫県西宮市高畑町 3-48 

TEL  0798-66-1673 

FAX  0798-66-1676 

お問い合わせ先 

廃棄の際の注意事項 
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お問い合わせ用紙 
 
ＦＡＸ№：０７９８－６６－１６７６ 

ＪＦＥアドバンテック株式会社 サービスグループ 

TI-55/65 超音波厚さ計担当係 行き 

 

貴社名  電話番号  

ご担当部署名  ＦＡＸ番号  

ご担当者名  

ご住所  

トラブル発生時期      年    月 頃から 

トラブルの内容 

 

 該当欄に 

 マークを 

 お願いします。 

□ 新しい乾電池と交換しても本体の電源が入らない。 

□ 測定中以外でもカップリングマーク  が点灯する。 

□ 本体のテストピースを測定すると 5.0mm からかけ離れた値を

表示する。（ゼロ点調整不可） 

□ 測定値が安定しない。または、明らかに異常な値を表示する。

□ その他 

ご協力、有難うございました。 
 


